いよいよ 事態が 切迫して 来た やうであります。 それ 

に対して 国 を 挙げての 準備 は 整 つて ゐる であり ませう 

ゝ 

力 

議会で も、 質問 を 中止して、 直ちに 予算の 審議に は 

いりました。 

国家 総力戦の 真の すがたが、 国民 一人 一 人の 眼に は 

つきり わかる 時が 近づきつ、 あります。 

われわれ はこ ゝで、 国の 力と いふ こと を考 へて みな 

ければ なりません。 国の 力、 即ち 国民の 力であります _ 

武力と いひ、 経済力と いひ、 外交の 力と いひ、 すべて 

これ、 われわれ 日本 民族の 現実の 行為で あり、 その 肉 



それらに 付し、 高度 国防 国家 体制の 必要が とな へら 

れ、 いは ゆる 文化の 部門が その 一 翼と して 動員され る 

ことにな つた 理由 は、 国の 力が、 まだ、 そこに も ある 

とい ふことの 証拠であります。 

そこに も ある どころ ではありません。 私の 考へ では 

これ こそ、 国民の 底力で あり、 それによ つ て 明日 何 か y 

できる とい ふこと であり、 それが、 未来への たしかな 

希望と なる のであります。 

去年の 十一月、 皇紀 二 千 六 百年 を 記念す るた め、 宫 

城 前で とり 行 はれた 国民的 祝典 は、 参列者 悉く 感動に 

胸 をつ まらせ たと 聞きます が、 これ こそ、 現代 日本 文 



り、 それで われわれ はま づ もって 足れり とすべき であ 

るか も 知れません。 

が、 私 は、 もう 一度、 ほんた うに それでい、 のかと 

みなさんに 伺 ひたい。 

今日た > いま、 われわれの 日本のお かれて ゐる 運命 

は、 まさに さし 迫った 乾坤一擲の 大勝 負に よって 決せ 

られ るので あります。 

われわれの 営み は、 かゝ つて 一人一人の 腕に、 頭に、 

情熱に あり、 これによ つて、 国 を 富まし、 政治 を 正し、 

軍備 を 整へ、 生活に 秩序 を、 勤労に 生気 を 与へ、 教育 

に 魂 を、 学問に 権威 を、 宗教に 意志 を、 文学 芸術に 気 



品 を 与 へ なければ ならな い のであります。 

さもなければ、 日本 は、 踏み出した 足 を さら はれ、 

ひろげた 両手 を捉 へられる こと 必定であります。 

東亜の 指導 民族 を もって 自認す る われわれの 現代 文 

化が、 真に 指導 性 を もっか 否か は、 日本の 歴史の みが 

保証す る こと はでき ません。 今日た、 V いまの 日本人 は、 

職域の 如何 を 問 はず、 老若男女 を 問 はず、 唯の 一 人と 

雖も、 日本人の 日本人た る 所以、 即ち、 高い、 豊かな、 

力強い 文化の 創造者た る 責任 を 忘れて はならない ので 

あります。 



がら、 もう 一度、 娘の あぶなかった 話 を 繰り返し まし 

た。 

これ だけの 話であります。 

た y これ だけの 話であります。 が、 この 情景 は、 観 

るのと 聞く のとで はよ ほど 違 ひませ うけれ ども、 しか 

し、 私の その 場で 感じ、 今 もな ほ 心の なかに 刻みつ け 

られ てゐる 印象 は、 まったく、 懐し く 快い もので あり 

ま ^9 

こ、 に は 何 ひとつ 教訓ら しい ものはありません。 お 

そらく 頭の 下る やうな ところ は どこに もありません。 



しかもな ほこれら の 人物 一人一人 のうちに、 私 は 愛す 

ベ き 人間の こ、 ろ を しみじみと 感じる のであります。 

かう いふ 例 は、 決して、 珍しい とい ふので はあり ませ 

ん。 た、 V、 これが、 社会の 目立たない 部分に しか 見当 

らな いとい ふこと であります。 素朴な 民衆の 自然な た 

しなみ がそ こに あると いふ 意味で です。 そして それが 

一 旅人た る 私 を 知らず 識らず 抱き込む の だと すれば、 

祖先 を 異にする 国民と 国民との 交り も、 かう いふ 共感 

の 上に 立たなければ、 ほんた うの 親善に 進み 得ない の 

ではない かと 思 はれます。 

国と 国と は、 利害 相反し、 主張 相容れなければ、 結 



ず、 一人 は 一人の 力です が、 二人に なると 三人 分の 力 

がで きる とい ふ 特質 を も つて ゐる こと をお 互に 信じよ 

うとい ふこと です。 ほんた うに 力 を 協 せれば それが で 

きる のです。 その実 例 はいくら でもあります。 

私 は、 現今 日本 文化の 発揚 は、 高度 国防 国家の 見地 

よりみて、 以上の 二つの 決意と その 実践 以外 にないと 

信じます。 (昭和 十六 年 一 月) 
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